
 

 

 

 
 

 

 

８月１日（月）３年生が、赤湯小学校・中川小学校を訪れ、小中一貫教育の取り組みの

一つである、「Ｅサポート学習会」を行いました。 

 
小学校の先生方からもお褒めの言葉をたくさんいただきました。ありがとうございました。 

 

 

８月５日（金）、市内の３中学校の生徒会役員がオンラインで生

徒会連絡協議会を行いました。各校の１学期の取り組み、２学期の

活動予定について共有し、３校共同宣言について話し合いました。 

 

 
 

８月１１日（木）シェルターなんようホール

にて、吹奏楽部が第 5回定期演奏会を行

いました。吹奏楽部員の思いがたくさんつ

まった、とても良い演奏会となりました。

ご来場いただきました地域の皆様、開

催を支えていただいた吹奏楽部保護者会の皆様、ありがとうござい

ました。 

 

８月４日・５日、南陽

市民体育館で東北柔道大会

が開催されました。補助役員

としてかかわった柔道部の皆さんの活躍により、大変良い大会になりまし

た。地区の中学校から畳を集めて、体育館メインアリーナに畳を敷き詰めま

したが、柔道部の生徒、保護者の皆様に多大なるご協力をいただきました。

ありがとうございました。 
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８月９日（火）東北中学校陸上競技大会が 

青森市で行われました。 

本校から出場した１年伊藤仁愛さんが 

１年女子１５００ｍに出場しました。 

予選２組 タイム 5:09.42で第８位という 

結果でした。残念ながら決勝に残ることは 

できませんでしたが、県大会を上回る記録 

を残すことができました。応援ありがとうございました。 

３年生も小学生もいい顔をしています。 

８月９日（火）には南陽市議会議場にて南陽市中高生議会が開催さ

れ、本校からは３年生の舟腰怜次郎くん、大友敬介くんの２名が参加

し、「南陽市の活性化のための人口増加について」「子どもにとって住

みやすい街づくり」の２点について質問しました。これまでの学びを活か

しながら、議場で堂々と考えを述べることができました。 



８月１９日、２学期始業式を行いました。式辞では、インプットしたことをアウトプット

（発言、記述、作図・作画、歌声、応援、等々）することで表現力を高めることを意識する

こと、また、生徒会５本柱のうちの特に「挨拶」「歌声」「応援」を大事にしていくことを

述べ、意欲づけしました。  

各学年の代表が堂々と２学期の決意を述べました。３名の決意の言葉をご紹介いたします。

１年代表あいさつ          歌丸 蒼大 

 待ちに待った夏休みが終わり、いよいよ２

学期が始まろうとしています。１学期は初

めてのことばかりで緊張の連続だったよう

に思います。２学期は少し余裕を持ち、しっ

かりとした目標をもって生活していこうと考えています。 

 最初に、僕が頑張りたいことは、学習です。学習は将来の自分

につながるものだと思います。１学期に行われた上級学校訪問

を通して、自分でしっかり話を聞いて、自分で問題を解けるよう

にならなければ将来につなげることができないと感じ、必死に頑

張ろうと思いました。また、コミュニケーションの力も伸ばしていき

たいと思っています。僕は中川出身なので、より多くの人とかか

わりを持てるように、自信をもって行動を起こしていきたいです。 

 次に部活動です。新人戦に向けて、教わったことをしっかり頭で

理解して練習したいと思います。家でもボールを触ったりストレッ

チをしたりしながら本気で取り組んでいきたいです。 

 最後に行事です。１年生は９月に宿泊体験学習があります。自

然に触れながら、仲間と一緒に、楽しく学びの多い体験にしたい

と思います。学年のスローガンは、「仲間と協力 全力で学び 思

いっきり楽しむ～自然の中で 深めよう 私たちの絆～」です。こ

の目標を達成するために、一人ひとりが責任を持って係の仕事

に取り組まなければいけないと思います。各係会では自分の意

見が言えず、話し合いが上手くできないことも課題として挙がっ

ています。全員が、意識を高く持って、取り組んでいかなければい

けません。他の行事についても、先輩方の姿を見ながら、一生懸

命取り組んでいきたいです。１年生の皆さん、一人ひとりが責任

を持って役目を果たし、思いっきり楽しめる行事になるよう、頑張

っていきましょう。  

２年代表あいさつ                           髙橋 莉央 

山形県上空に今月３日発生した線状降水帯の影響で、置賜

地域を中心に襲った記録的大雨。一夜明けた４日には、ＪＲ米坂

線の鉄橋崩落など、大きな被害が明らかになりました。幸いにも

赤湯・中川地区ではさほど被害がありませんでしたが、雨が激し

かった３日には、「道路が冠水している場所がある」など、地域の

方から連絡をいただき、私たちはいつも町の人たちに見守られ

ている、ということを実感しました。 

今学期は、１０月２８日に赤中で公開研究発表会があります。

研究のテーマには学校の校是である「自主・自立」が入っている

そうです。素晴らしい機会ですので、自ら進んで学ぶこと、友達と

協力して学ぶことを意識して学習を進めていきたいと思います。

しかし、一学期はクラス替えがあり少し緊張が無くなってくると、

自分で考えることをしなかったり、無駄話をしたりする人もいたよ

うに感じています。２学期は、まず自分で考え、分からない問題が

あれば友達や先生に質問し、学習時間を上手に使って、学力向

上を図っていきたいと考えています。 

９月５日から７日までの職場体験学習も同じです。しっかり準

備して自分の行動に見通しを持ち、各事業所に行き一つでも多

くの答えを探してこようと思います。貴重な体験の中で、学校と社

会を比較し、３日間の学習が終わったときには自分の現状と未

来への期待、家族のこと、社会のことが少し見えるようになりたい

と思います。時間にけじめをつけ、挨拶・返事をしっかりし、信頼さ

れる学年になれるよう努力してきます。 

また、９月２４・２５日には地区新人大会

があります。代替わりをして部活動を行っ

て二か月、ついこの間までは先輩に頼り、

「練習がきつい」と自分のことだけで精

一杯だった私たちが、練習メニューを考えたり、１年生の指導を

したり、自分自身の技術の向上を図ったりするなかで、大変さと

喜びを実感しています。新人大会では先輩方からの力強いバッ

クアップ体制の下、精一杯戦えるよう日々の生活を大切に過ごし

ていこうと心に誓っています。 

 さらに、生徒会の大きな行事である体育祭・赤中祭が終わる

と、いよいよ生徒会役員改選の時期になります。自立できていな

い今の私たちに先輩方からバトンを受け取る資格はまだありま

せん。しかし、今学期は学校のリーダーになることを念頭におき、

視野を広げ、責任を持ち、けじめをつけ、１２月７日の役員選挙ま

でには、先輩方からは「安心してまかせられる」、１年生からは

「先輩たちの後に続け」と言ってもらえるような学年になりたいと

思います。 

３年代表あいさつ           原 凜 

昨日、私達３年生は中学校生活で最

後の夏休みを終えました。そして今日か

ら、２学期という新たな生活をスタートさ

せるのです。 

 夏休みには、三者面談がありました。保護者の方や担任の先生

と話し、これからの進路や目標について考えたと思います。私は、

三者面談を通して、自分の中に明確な目標だったり、願いだった

りがあるにせよないにせよ、自分が持てるだけの武器を持ってお

くことはとても大切であると思いました。私達に残された時間は、

あと２学期と３学期のみです。長いように感じる人もいると思いま

すが、きっとあっという間です。三者面談、さらに夏休みを終え、多

くの人は不安や焦りを感じているのではないでしょうか。どうして

も不安や焦りを完全に消すことはできないと思います。しかし、や

れることを全力で行い、持てる武器をすべて持った時、不安は自

信に変わると思うのです。私自身、口ではこのように言っています

が、行動できていない部分がいっぱいあります。そのため、２学期

は、自分の武器を増やし、自信が持てるように力を蓄えていきた

いです。 

 さらに、２学期は、大きな行事が多々あります。行事は、普段の

勉強とは違って人との協力や関わりが要になります。社会を生き

ていく中で人との関わりはとても大切です。行事を通して、人との

関わり方や全体の中の一人としてどうあるべきかについて自分

の考えを持てるようにしたいです。 

 まだまだ卒業への道のりはありますが、生徒会選挙なども始ま

るのが２学期です。部活動を終えた今、私達が１・２年生のみな

さんに言葉で伝えられる機会はそう多くはありません。だからこそ

、普段の生活からあるべき姿を示していくことが大切だと思いま

す。 

 １年で一番長い学期。１日１日を大切に過ごし、今日よりも人間

として成長した姿で、最後の学期に向かえるように頑張ります。  



 


